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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜。カテニンデルタ1（CTNND1）ホモサピエンス。この遺伝子は、細胞間の接着とシグナル伝達に機能するアルマジロタンパク質ファミリーのメンバーをコードする。複数の翻訳開始コドンと選択的スプライシングにより、多くの異なるアイソフォームが翻訳される。記載されている転写バリアントの全長の性質は全て解明されているわけではない。また、この遺伝子と隣接する上流のチオレドキシン関連膜貫通タンパク質2（TMX2）遺伝子との間でも、リードスルー転写が存在する。[RefSeq提供、2010年12月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	3T3-L1細胞ライセートのウエスタンブロット解析（Catenin δ-1 Rabbit mAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。

